
2026.10.2   事例検討会  

「本人の安全と在宅継続の可能性をどう見極めるか〜介護者の負担と、虐待リスクへの今後の支援を考

える〜」 

 アンケート結果    参加者  12 名   回答者 11 名   回答率 91.7% 

 

理由を教えてください 10 件の回答  ()内 同様のご意見数 

・自身が普段ケアしている利用者や、身近な事例と重ね合わせて参加できた。(4 件) 

・他者の視点を取り入れることでアセスメントが深まった（3 件） 

・今回の事例を通じて、在宅生活の限界や虐待、家族支援といったテーマについて考える機会になった

(3 件) 



 

理由を教えてください 10 件の回答  ()内 同様のご意見数 

・一問一答という進行スタイルによって、事例のポイントが整理しやすく分かりやすかった(4 件) 

・全員が参加している雰囲気があり、他者の意見を多く聞くことで、緊張感がありつつも共感や一体感を

得られた。(3 件) 

・板書へ集中し、仮設を立てて検討という設定によって、参加のハードルが下がり進めやすかった(2 件) 

・質問に沿った答えを頭の中でまとめにくく、意見を出しづらい面もあった。(1 件) 

 

4. 今後に活かせそうな内容はありましたか。あればご記入ください。  ()内 同様のご意見数 

・本人・家族への関わり方と意思決定支援。言葉にならない思いの整理、強みを見つける支援を意識した

い。(4 件) 

・多職種職との連携や、自分とは異なる意見（事例検討会）に触れることで行き詰まりを解消できる。（3

件） 

・「在宅生活の限界」をどう捉えるか、今後の支援の方向性に関する意見。(2 件) 

・直近の対応と、中長期的な検討のスピード感に関する具体的な気づき。(1 件) 

 

5. 研修全体を通じてご感想・ご意見などありましたらご記入お願いします。  ()内 同様のご意見数 

・事例検討を通じて多様な意見を共有でき、深い学びや自身の支援の引き出しを増やす機会になった。(4

件) 

・子どもの事例、医療依存度の高い利用者の支援事例、講師の希望など、今後扱ってほしいテーマなど。

(3 件) 

・支援体制や情報共有の充実を望む声とともに、今後も研修に参加したいという意向。(3 件) 

・少人数で会場規模が適切で、司会進行もスムーズで分かりやすく、安心して参加できた。(2 件) 

・家族支援や虐待ケースの難しさ、相談先の不明確さ、社会的な権力構造への課題意識が示されつつ、今

回の検討会では困っている人を救う方向で議論が進んだことに安心した。(1 件) 


